
乗鞍スカイライン利用
乗鞍自動車利用適正化協議会が10月14日に開かれ、入り込み

なう収入減を補うため地元一市二村（高山市・丹生川村・上宝

度は650万円に引き上げることを決定した。今年は天候に恵まれ

時間通行止めを含めると約1ヶ月間通行できなかった。当会が以

ってからの7月開通」ならば負担金も少なくて済むのではないだ

会議では開通期間や除雪などの運営上の課題についての検討

ールデンウィーク前の開通」との要望もあり気がかりだ。シャ

バス・タクシーの利用は増加している。今期だけを見ていては次

環境講演会開催案内

『飛騨山脈と乗鞍岳の

講師 岩田修 （飛騨地学研究会

期 日 11月29日（土）

場 所 高山市民文化会館

主 催 乗鞍岳の自然を考える会
乗鞍岳は北アルプスの南端に位置する火山帯の総称で独

象庁は活火山の定義を「過去約1万年以内に噴火」に変更し

険度の低いＣランクとしました。飛騨山脈・乗鞍岳はどのよ

どのような山なのか。長年飛騨地域の地学研究に携わって

催します。友人を誘って多数御参加ください。

残そう、自然の宝石箱・のりくら

くらがね通信
 №14 （秋号）

乗鞍岳の自然を考える会
平成15年10月20日発行

減、負担増
客が予想を大きく下回り、それにとも

村）の負担金を今年度610万円、来年

ず終日通行止め12日（過去5年で最長）、

前から主張している「自然融雪を待

ろうか。

組織を新たに設置する事になった。「ゴ

トルバス利用者は少なかったが、観光

代に良いものが残せるとは思えない。

生い立ち』

・三枝小学校教頭）

午後7時より

入場無料

立峰状の成層火山です。今年、気

た際、噴火危険度三段階のうち危

うにできて今の形になったのか、

こられた岩田修さんの講演会を開



乗鞍マイカー規制一年目 会長 飯田 洋

乗鞍岳山頂の初冠雪は少し早かったようですが、

まもなく雪に閉ざされて今シーズンは幕を下ろし

ます。乗鞍も山岳域の自然公園として尾瀬、富士

山、立山、上高地などに続いてマイカー規制を行

ない、何かと新聞紙上を賑わしましたが、環境保

全の山としてまだ生まれたばかりです。上高地に

おいては平成８年から全期間マイカー規制がなさ

れ、それでも人気は衰えることなく毎年約２００

万人が入山し超過密となっていたため、平成１６

年からは７月２４日から８月２２日まで観光バス、

マイクロバスを全面的に規制することになり、乗

鞍の一歩先を歩んでいます。

当会は、マイカー規制に対し、乗合バスとシャ

トルバスのみ通行させるべきだという意見を出し

ていましたが、適正化協議会はマイカーのみ通行

を制限し、観光バス、マイクロバス、タクシーの

乗入れを認めてしまいました。また開通時期につ

いても、縄張り形成期から抱卵期のライチョウへ

の脅威を避けるため自然融雪をまって７月に開通

すべきと意見を表明していましたが、協議会は雪

の見物やご来光観光などをさせるため従前どおり

５月開通としてしまいました。

国立公園はわが国の傑出した自然風景地を保護

し、国民の保健休養に供するだけではなく、平成

１４年の自然公園法の改正により３条で新たに、

自然生態系が自然景観を支えていることに着目し、

それを適正に保全していくことを求めるようにな

りました。たしかに、マイカー規制により、従前

のマイカーによる入山者は大幅に減り、静かには

なってきていますが、乗鞍岳においては自動車道

路が開通してから３０年間で、貴重な美しい自然

生態系を食いつぶしてきたと言っても過言ではあ

りません。生態系に根ざした、これからの保全の

目処や計画は立っておらず、糞尿、外来種、ペッ

ト、登山道の荒廃など、まだまだ問題は山積です。

また、マイカーに代わって観光バスが増加して

きており、最盛期の一時期に観光バスが集中して

上がってくるため一挙に駐車場施設周辺に人が溢

れ、その意味では人に因るオーバーユースも解消

されていません。

国内初の環境保全税の導入についても、乗鞍地

域の自然環境を保全するため法定外目的税として

導入されたわけですが、租税の対象地域は畳平周

辺の人工施設のある所を「乗鞍地域」とし、その

周辺の過剰利用に供される地域に限っています。

畳平駐車場で観光バスから環境税を徴収するため

通過車両は徴収されません。反面、租税徴収のた

め従来は畳平手前の各所で停車して休憩できる駐

車帯があったのに、それを使えないようにしてし

まっています。また、税の使途は排ガス、植生、

酸性霧、ライチョウなどの自然環境影響調査、植

生回復技術の研究、乗鞍環境パトロール、乗鞍環

境指導員などの諸費用に充てられることになって

いますが、その具体的な使途や内訳はまだ不明で

す。せっかく収められた税ですから、単なる監視

や見回りのための人件費に大半を使われないよう、

訪れる人のマナーを高め、保全のために有効に活

用されるべきものです。

マイカー規制により自然環境への負荷が今後ど

のように変わって行くかまだ解明されていません

が、畳平駐車場など舗装地区、木道整備のなされ

ている地区、普通の登山道、整備再生地区など特

別保護地区の中を更に細かくゾーンごとに区分し

て、山頂地域の人の過剰な利用を分散、制限した

り、一方通行にするなど、いろいろな手法を考え

知恵を絞らねばなりません。

今年の観光客の減少を憂い、規制を強め自然保

護を優先すると観光客が益々減少するとして５月

以前の早期の開通を目指す意見も出ているようで

す。しかし、オーバーユースによって混雑すれば、

訪れた人々の心理的な満足度はそれだけ低下しリ

ピーターも減少すると思われます。夏の上高地は、

誰も知ってのとおりの人ごみで、長野県自然保護

連合の町田氏の話しによれば排気ガスは長野市中

心街の国道よりも汚染されていたそうです。

乗鞍が、そうはならないように、後世に残して

いくことこそ、地域の持続的な発展にも繋がるも

のと思いますが、皆さんは如何でしょうか。



おもな出来事 （8月～10月）

■ 中部弁護士連合会が調査・視察

8 月 8～10 日にかけて日本弁護士連合会(日弁

連)中部弁護士会連合会と岐阜県弁護士会の公

害環境委員会の一行 17 名が乗鞍岳マイカー規

制・中部山岳国立公園のオーバーユース等につ

いて岐阜県丹生川村・長野県安曇村・大町市に

て調査・視察を行なった。視察に先立ち弁護士

会が提出していたマイカー規制等に関する質問

状対しての回答を丹生川村・安曇村両役場にて

受けた。また大町では砂防ダム問題等調査、山

岳博物館にてライチョウの生息・環境等につい

て調査をした。

■ 旧乗鞍青屋登山道復興調査

8 月 30 日、岐阜県朝日村の有志で作る「乗鞍

青屋登山道を復興する会」が一般募集も含めた

約 40人で登山道調査を行い旧登山道に設置して

あった石仏一対二体を発見した。（下記参照）

■ 安曇村乗鞍高原有志が登山道を整備

9 月 4日、安曇村乗鞍高原の有志でつくる NPO

法人「北アルプスネイチャートラスト」が乗鞍

高原から山頂までの登山道を整備した。この登

山道は以前からあったがマイカー登山に押され

一部の人しか利用してなくて荒れていたのを今

年からのマイカー規制に併せ乗鞍の自然をゆっ

くりと楽しんでもらおうと整備した。

■ 乗鞍岳の環境について日本山岳会が討論

10 月 11～13 日、(社）日本山岳会自然保護委

員会が『2003 自然保護全国集会』を岐阜県下呂

町で全国から約 80名が参加して開かれた。今年

のテーマは「環境保全と登山のあり方を考える」

と題して主に乗鞍岳の環境についての報告・討

論が行なわれた。乗鞍岳の報告では会員で当会

の運営委員でもある伊藤茂さん（岐阜県山岳連

盟会長）が「乗鞍岳の高山環境今昔」と題して

報告した。討論では「山岳環境と野生生物の未

来」「車両規制の功罪―乗鞍方式を考える―」で

それぞれ熱のこもった討論が行なわれた。

■ 乗鞍自動車利用適正化協議会が開かれる

10 月 14 日、「乗鞍自動車利用適正化協議会」

が開かれ、今年度の9月末までの入山者は約20.2

万人で昨年を除く過去 5 年平均の約 57％、マイ

カーからシャトルバスへの移行も約 18％と当初

予想の 30％減少（約 45,600 人）。それにより収

入減となり三自治体の負担金が今年度110万円、

来年度 150 万円増額することになった。なお観

光バスの利用は 30％増（5,600 台、約 147,000

人）、タクシーは倍増（約 2,000 人）となってい

る。今年は通行止めが 12日間（過去 5年で最高）

もあり長梅雨・冷夏など天候の影響が響いた。



行事報告

8 月 12 日 第 4回『自然談話室』 伊藤茂 （高山文化会館）

8月 2日 ＮＨＫ名古屋放送局取材・収録 （飯田事務所）

9月 19 日の「ナビゲーション」にて放映

8 月 22 日 運営委員会 （高山文化会館）

8 月 2日 乗鞍岳自然観察会 (乗鞍岳）

9 月 9日 第 5回『自然談話室』藤本健三 （高山文化会館）

9 月 18 日 運営委員会 （高山文化会館）

9 月 28 日 乗鞍利用現地視察・自然観察会 （乗鞍岳）

10月 15 日 第 6回『自然談話室』 川村孝一（高山文化会館）

公開講座『自然談話室』

５月から始めた『自然談話室』、参加者から好評を博しています。参加者から「えっ、そうだ

ったのか。今まで思い違いをしていたんだ。」とか「あっ、そういうふうに見るといいのか」

などの声が聞こえています。講演会などでは聞くだけで終わってしまいそうですが、談話室は

グループの会話感覚で自由に発言もできます。友達も誘って参加してください。これからもの

の見方が変わってくるかもしれません。高山市民文化会館、夜 7時に待っています。

11月 5日（水） 小笠原昌一 （元乗鞍郵便局員） 乗鞍とともに

12月 9日（火） 熊崎詔之 （野鳥の会支部研究部長） 乗鞍をわたるタカ

1月 13 日（火） 芝原靖 （高山西高校環境情報部顧問） 環境情報部の活動

■会員の声 （投稿欄）

乗鞍に生きた人々
福井 重治（久々野町）

『飛騨春秋』の表紙に写真を連載している田中

豊氏が、その見返しに解説と所感を付けている。

ファインダーからのぞく眼が何を見つめている

のか教えられて面白い。2003年5月号には、昭和

３４年の畳平駐車場を鳥瞰的に撮った写真が載

せられている。駐車場は大型バスでほぼ満車だ。

田中氏は、本年度から始められたマイカー規制

をその写真と重ねて「昔帰り」と表現し、歓迎

している。ただし、その「昔」というのは昭和

１６年に着工した軍用道路の建設工事と同２３

年に運行が始まった乗鞍登山バスに始まるから、

正しくは「一昔」というべきか。

さて、この機会に、質の高い編集を続けてい

る『くらがね通信』を創刊号から読み返してみ

た。読んでいて気付いたことに、乗鞍の昔をあ

つかったものは信仰を、今をあつかったものは

自然をテーマにする傾向がうかがえるという点

がある。ふたつとも、人と乗鞍との関わりを知



るうえで重要、かつ深刻なテーマであることは

いうまでもない。

しかし、ここでは、少し視点を変えて、江戸

時代に乗鞍を生活や生業の場として生きた人々

の姿を取り上げてみたい。山中に住みついた

人々が、具体的に山とどのような関わりをもっ

て生きてきたのか。７割が山に覆われているこ

の列島に生きた人々の生涯や生活は、実はこれ

まであまり探求されてはこなかった。その理由

として、日本人の生活とは田を耕して米を作る

ことにある、という観念にとらわれているため

だともいわれている。いわゆる水田中心史観に

よるとらわれである。飛騨の場合も、稲作農民

ばかり追っていては、この地で育まれてきた固

有の社会や文化をとうてい理解することはでき

ない。

江戸中期、山の世界に精通した人物に上村木

曽右衛門満義がいた。彼は高山役所の地役人で、

元禄１４年（1701）から３０年近く就いていた

公務の集大成として、延享３年（1746）に『飛

騨国中案内』を著わした。私がこの著書を面白

いと思うのは、現地で実際に見聞したことを記

しているからである。彼にとって公務というの

は、各地の番所詰であったり、御用木・白木・

木地それに鉱山を直接に監督する仕事であった。

しかも、上村の家は、少なくとも曽祖父の代か

ら同種の仕事に携わっていたために、家に受け

継がれてきた記録や伝聞にも恵まれていた。

著書の中で上村は、飛騨の村々から乗鞍へ登

るコースを７つあげ、その中で平湯村からがも

っとも距離が近く、四つ嶽を経由すれば道もよ

いと記している。そして、「右、いずれも飛州

乗鞍頂上より見分かくのごとくに候」とあるよ

うに、彼は乗鞍頂上に立っている。いったい彼

は何を目的に乗鞍に登ったのか。

思うに、彼が乗鞍に登ったのは１回ばかりで

はなかったはずだ。彼の同僚はもちろんのこと、

かつて同じ役職にあった者たちも登っているは

ずである。なぜそのように考えるのかというと、

それが地役人の仕事だったからである。地役人

たちは幕府の役人として山を管理し、山で働く

人々の仕事に目を光らせた。地役人の行く所に

は、当然のこと山に生きる人々がいた。その中

でも最も人数が多かったのは、木地師や杣集団

である。杣には大きく分けて、杣株という特権

を持って幕府御用木の伐採に携わる者と、屋根

板・天井板・壁板などの民間材を伐り出す者と

がいた。

一方、林業に携わるもののほかに、鉱山に関

係した人たちもいた。ここでは紙幅の関係上、

鉱山関係者を見ていきたい。上村は前著の中で、

平湯鉱山について次のように書いている。

平湯大滝の東の方角を登っていったところに

鉱山がある。はじめてそこで銀を採掘したのは

明暦３年（1657）８月のことで、発見者は平湯

村の久左衛門であった。久左衛門は銀の鉱石を

持ち帰り、信州の左次兵衛という者に見せ、現

地を案内して掘らせた。採掘には高山藩の許可

が必要で、藩から７０俵の米を前借りして稼業

した。そのとき、摂津国大坂の角兵衛なる者も

稼業した。また、近年では高山二之町の池上屋

平六という者が稼業した、と。

いずれにしても、上村が見聞きした平湯鉱山

の採掘は零細なものであった。飛騨全体で見て

も、鉱山開発のピークは戦国期から江戸初期の

ことだとされる。上村も知らない古い時代に、

乗鞍でも鉱石の採掘が盛んな時期があったこと

も十分考えられる。上宝村は戦国期までは、江

馬氏の支配下にあった。しかも、かなり早い時

期から江馬氏との結びつきが強かった。平湯や

栃尾あたりには、今見や南といった武士的な有

力者もいた。彼らの拠って立つ基盤が何であっ

たかについては、鉱業を抜きにして想像するこ

とは困難である。

このように見てくると、生業や生活というの

は自然と全面的に関わる。それに対して、観光

というのはスポットということばに言い表され

るように、自然との局所的な関わりである。そ

ういう意味で、生活者に学ぶ点はまことに多い。

乗鞍で生活した者が持っていた、山塊全体を見

渡すとともに細部を知悉する能力。それを少し

でも復元していきたい。



乗鞍岳登山史-11<丹生川村史から>この連載は丹生川村教育委員会および西村宏一氏の了承済みです。

大尾根と千町ケ原開発

昭和７年、飛騨山岳会員が、丹生川村山口地

内大尾根にスキー場適地を発見し、調査を行っ

た。それを皮切りに、翌年県議白野啓助・県体

育主事らの一行が実地調査に訪れた。たまたま

飛騨出身の牧野良三が逓信次官であったから、

山岳会はこれにスキー場開発の援護を依頼し、

その結果名古屋逓信局・名古屋鉄道局からの調

査団、スキー権威者らが続々現地入りし、地元

側も出県陳情に努めた。牧野は清涼飲料会社の

カルピスから、スキー場の開発資金として３０

００円の出資を約束させ、資金面の手当ても調

い、早くもその夏から始めて、大八賀村の村民

や斐太中学生徒らの力による突貫工事で、大尾

根道のみならず、丸黒山を経て千町ヶ原に至る

山岳道路も完成した。さらに大尾根には三階建

て収容人員５０人のヒュッテまで建設された。

翌９年の秋には千町ヶ原にも１５人を収容する

ヒュッテが建てられ、その他日影平・枯松平・

桜ヶ根などにも、ヒュッテ・避難小屋などが建

てられ、長いコースの安全なスキーツアーを保

障する態勢が生まれた。それらは９年の高山線

開通と同時に、登山客を乗鞍岳へ誘致する強力

な宣伝材料にもなった。

なお昭和１４年度の飛騨山岳会事務報告には、

同年６月「飛騨山岳会小屋番人坂本弥作氏、病

気ノタメ登高開設不能ノ申出ナリ。依ッテ各方

面へ経営委嘱方折衝セルモ、時局下人的不足ノ

折柄,遂ニ適任者ヲ得ズ。今夏小屋開設ヲ見合セ

タリ」とある。これを見れば山岳会の小屋には、

これまでは小屋番が常駐していたということに

なる。ただし『高山市史』によれば、坂本は高

山市空町の人で、２０年間乗鞍の気象観測所か

ら旗鉾まで連絡のため往復していたが、この年

病気で休んだので、旗鉾の寺田音吉に交替した

とある。

昭和１０年２月長野側安曇村の村長名で、鉄

道省の指定を得て乗鞍岳を国際スキー場にした

いから、「高山鉄道の開通に伴
つ

れて」、指定獲得

の運動に参加されたいと本村に依頼があった。

ただし安曇村の思惑は乗鞍岳東面の開発であっ

たと思われる。この指定については、他にも志

賀高原・菅平・霧ヶ峯なども名乗りを挙げてい

た模様で、当時のスキー人口の増加と、受入れ

側のスキー客誘致への熱意を伺うことができる。
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